
慣行施肥

レタス局所施肥による施肥量低減
農業の環境負荷低減のため、化学肥料の使用量を低減
することが求められています。

局所施肥とは
肥料を作土の全面全層に均一に施用するのではなく
作物が利用しやすい場所に集中的に施用することです。

【レタスの局所施肥技術】

施肥量を減らすと作物の初期生育
が悪くなる可能性があります。

局所施肥に取り組むことで施肥
量を低減することができます。

課題

対策

畝立て時に肥料を浅く
混和（施肥量20％減）

上層の肥料
濃度は同等

トラクター

畝立て機

耕耘時は堆肥等のみ混和

下層の肥料
濃度は低い

局所施肥の他にも有機質資材や緑肥利用技術等を活用して化学肥料使用量を低減しましょう！

局所施肥

施肥方法と肥料濃度の関係

慣行施肥 局所施肥
20％減肥

(kg/10a)

局所施肥

減肥

堆　肥 2000 2000

苦土石灰資材 120 120

らりるれ専用 200 160

粒状ジャンプ 40 40

慣行施肥

施肥例（年明けどり）

慣行施肥 局所施肥
20％減肥

耕耘時に堆肥等と肥料を
混和


